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【アライグマシンポジウム in 京都】

開催日時：2014 年 1 月 26 日（日）　13:00 ～ 17:15

開催場所：立命館大学　衣笠キャンパス　歴史都市防災研究所　地階　カンファレンスホール

参 加 者：30 名

講 演 者：Stephanie Hauver（Cornell University）

川道　武男（関西野生生物研究所）

川道　美枝子（関西野生生物研究所 所長）

平井　俊之（京都府教育庁指導部文化財保護課）

中村　覚祐（聖護院 執事長）

谷口　仁士（立命館大学歴史都市防災研究所 副所長）　＊所属は開催当時

概　　要：

｢アライグマによる鎮守の森の生物多様性被害防止と文化財保全のためのシンポジウム｣

京都のみならず各地で起こっているアライグマによる生物多様性の破壊や、甚大な被害が発

生し修復費用も大きな負担になっている文化財へ侵入など、コーネル大学などの 5 人の関係者

が様々な視点から報告した。アライグマの生態の視点からは、旺盛な食欲と個体の驚異的な増

加の他、疾病や狂犬病の危機の指摘があった。文化財への被害については、侵入手口とその痕

跡など実態の紹介と早期発見の重要性、そして環境に応じた罠、侵入を阻止できるような建造

物への改善などが指摘された。

質疑応答の様子講演の様子
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【第 3 回学外視察】

開催日時：2014 年 2 月 26 日（水）10:00 ～ 12:00

開催場所：清水寺

参 加 者：18 名

概　　要：

清水寺は北法相宗の寺院であるが、境内には国宝が１棟（本堂）、重要文化財が 15 棟あり、

世界文化遺産「古都京都の文化財」を構成する重要な寺院である。境内の建物は基本的に木造

であるため、経年劣化しやすく、そのため定期的に維持補修が図られている。今回は数年前か

ら 10 か年計画で進行しつつある平成の大修理の一端を紹介して頂いた。

視察当日は幸い天気にも恵まれ、まずまずの見学日和であった。10 時に、すでに修理の完

了している馬駐の近くに集合し、まず、京都府文化財保護課・小宮氏に清水寺の概要、平成の

大修理の概要を説明して頂いた。その後、小宮氏の案内で視察が始まった。

次に、本堂のいわゆる清水の舞台に移動し、境内の建物の修理の現状と、2013 年 9 月の台

風 18 号の際の集中豪雨による斜面崩壊に関する説明があった。台風 18 号に際しては、連続雨

量が 230㎜にも達しており、これは過去の斜面崩壊時の雨量にほぼ匹敵する雨量である。

次に、現在修理中である阿弥陀堂、奥院の順番に視察を行った。現在の阿弥陀堂は寛永 6 年

の大火災の後再建されたものであるが、再建以来何度も修理や改造が行われており、今回の修

理ではその改造部分を元に戻し、江戸時代前期の姿を復元するものだそうである。奥院もまた

寛永の火災後に再建されたものである。今回は、耐用年数に達した檜皮の葺き替え、腐朽した

大梁等の取り換え、彩色の剥落止めやクリーニングなどを行う半解体修理が進められている。

さらに、2013 年台風 18 号の際の斜面崩壊現場

を順に視察した。主なところは 3 か所あり、音羽

の滝横の茶店の後背斜面、子安の塔近くの斜面、

お寺の墓地近くの斜面である。いずれも放置する

と斜面変状が構造物に影響を及ぼす危険性のある

崩壊現場であった。そのため、2014 年度の雨期

を迎える前に防災対策が施されるとのことである。

因みに子安の塔も今回の修理の対象となっており、

檜皮葺の経年劣化、建物の傾斜、塗装の剥落等に

対処するために解体修理が行われ、すでに建立当

初の姿に復元されていた。

子安の塔近くには、大窪教授が中心になって実現にこぎつけた火災予防のための大型貯水槽

があり、それを最後に視察して解散した。

阿弥陀堂改修の説明を聞く参加者の様子
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【第 8 回歴史都市防災シンポジウム】

開催日時：2014 年 7 月 5 日（土）10:30 ～ 17:40

開催場所：立命館大学　衣笠キャンパス　明学館

参 加 者：117 名

講 演 者：濱田　政則（アジア防災センター　センター長 / 早稲田大学　名誉教授）他

概　　要：

立命館大学衣笠キャンパスにて、第 8 回歴史都市防災シンポジウムが開催された。歴史都市

や文化遺産の防災に関する 44 件の研究発表と活発な討議が行われ、全国から 117 名の参加が

あった。セッションは、木造建築、伝統構造物、災害調査、文化財防災、水害、土砂災害、地

域防災、避難・交通、都市空間の 9 セッションで、それぞれ座長である本学の教員のもと、さ

まざまな研究発表と活発な討議が行われた。

また、学術セッション終了後には、アジア防災センター・センター長、早稲田大学・名誉教

授　濱田政則氏による特別講演「臨海部産業施設の強靭化」が行われ、多数の参加者が熱心に

聞き入った。

なお、シンポジウムで発表された研究成果については「歴史都市防災論文集 Vol.8」として

刊行している。

セッション会場の様子セッション会場の様子

セッション会場の様子特別講演の様子
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【立命館大学 UNESCO Chair「文化遺産と危機管理」国際研修 2014】

開催日時：2014 年 9 月 6 日（土）～ 9 月 22 日（月）

開催場所：立命館大学　衣笠キャンパス　歴史都市防災研究所

参 加 者：14 名（研修者）

概　　要：

2014 年 9 月 6 日から 22 日まで約 2 週間にわたり、立命館大学ユネスコ・チェア「文化遺産

と危機管理」国際研修 2014 を実施した。この国際研修は、世界各地の歴史的な都市の文化遺

産防災をテーマとしている。

歴史都市には、社寺など建造物や美術工芸品、古くからの町並や庭園、そして伝統的な祭礼

など、多くの文化遺産が、現代の暮らしとともに所在している。文化遺産の分野では、長年に

わたって、文化財の保護が進められてきたが、自然災害の発生時に被害の集中する可能性が高

い都市域での防災対策は十分ではなかった。一方防災の分野では、自然災害に対する研究や技

術開発は進められてきたが、文化財や文化遺産をかけがえのない特別のものとして扱う視点が

欠けていた。また、各国の歴史都市は、保持する文化遺産や背景となる文化が異なり、ひとつ

の基準では評価できない多様な価値を保持している。その上、自然災害や人為災害に対する構

造特性や都市計画などの物理的脆弱性、日常維持管理などに関わる経済的脆弱性、伝統的社会

や現代の政治制度における社会的脆弱性など、それぞれの脆弱性に起因する課題を抱えている。

本国際研修は、各国それぞれの歴史都市の価値と課題を認識しつつ、文化遺産防災対策を推進

する人材の育成を目指している。

第 9 回目となる本年度は、世界各国より 135 名の応募者があり、その中から、アルバニア、オー

ストラリア、クロアチア、エクアドル、エジプト、フィジー、ホンジュラス、インド、インド

ネシア、イラク、ニュージーランド、パキスタン、タイから計 14 名の研修者を選出し、招聘

した。研修者は、日本の文化遺産と危機管理に関する取り組みを、京都での講義と見学、実習

を通して学び、長期的な復興について阪神淡路大震災から 19 年を経た神戸で学んだ。また、

東日本大震災から 3 年半となる宮城県南三陸町では、地元のリソースパーソンを交えた実践的

なワークショップで、復興における文化遺産の果たす役割について再考する現地研修を行った。

本国際研修は、文化遺産の専門家と、防災の専門家がともに学ぶ、歴史都市の文化遺産防災

をテーマとした、世界で唯一の国際研修である。この国際研修は、立命館大学内外の研究者、

国際連合教育科学文化機関（UNESCO）、文化遺産国際協力センター（ICCROM）、国連国際

防災戦略（UNISDR）などの国際機関、文化庁をはじめとする行政、そして現場の専門家など

多彩な講師陣、また、世界各国からの研修者の積極的な参加により高い評価を得ている。しか

しながら、研修者の受入枠が少ないこと、今後の継続開催と研修後のフォローアップの実施な

どが課題として上げられていた。そこで、トヨタ財団イニシアティブ・プログラム（研究代表

者：土岐憲三教授）に応募し、今年度から助成を受けることが可能となった。このトヨタ財団

の助成によって、本年度からは、参加枠の拡大、ならびに、講師を一段と拡充した研修を実施

することができた。これまでの 9 年間の継続的な実施により、本国際研修では、これまでに

39 か国から 84 名の研修者を輩出している。
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2014 年度国際研修 最初の集合写真トヨタ財団より御祝辞立命館大学渡辺副総長の
開会挨拶

産寧坂重要伝統的建造物群保存地区および周辺見学清水寺にて木造文化財建造物修理現場見学

宮城県南三陸町でのワークショップ仁和寺にて日本の文化財防災設備の見学

各国の文化遺産防災計画を立案するケーススタディプロジェクト

国際機関講師らとともに最後の集合写真修了証書の授与
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過年度（2006 ～ 2014 年度）の招聘国地図
（米島 万有子　立命館グローバル・イノベーション研究機構 専門研究員　作成）

【講師一覧】
■国外招聘講師

Joseph Allan KING	� Director of the Sites Unit, International Centre for the Study of 

the Preservation and Restoration of Cultural Property 

(ICCROM) 

Giovanni BOCCARDI	� Focal Point Officer, on Sustainable Development and Disaster 

Risk Reduction, UNESCO World Heritage Centre (WHC)

German Tiangco VELASQUEZ	� Chief of Section, Advocacy and Outreach UN Office for Disaster 

Risk Reduction (UNISDR)

Akatsuki TAKAHASHI 	� Programme Specialist for Culture, UNESCO Office for the 

Pacific States (Apia, Samoa) 

Sebastian MOFFATT	� President and CEO, CONSENSUS Institute

Christopher MARRION	� CEO, Marrion Fire & Risk Consulting PE, LLC

Sibel Yildirim Esen	� Conservation Architect, Culture and Tourism Expert, Ministry 

of Culture and Tourism 

Qing WEI	� Executive Director, Cultural Heritage Conservation Center of 

Beijing Guowenyan Co., LTD 

Hatthaya SIRIPHATTHANAKUN	� Landscape architect (conservation), Office of Architecture, Fine 

Arts Department, Ministry of Culture

Zeynep Gül Ünal	� Assistant Prof. Dr, Faculty of Architecture, Restoration 

Department, Yildiz Technical University

Sangsun JO	� Senior Researcher, Naju National Research Institute of Cultural 

Heritage, Cultural Heritage Administration of KOREA
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Wesley CHEEK	� Urban Studies Pre-Doctoral Fellow, City, Culture and 

Community, Tulane University 

■国内招聘講師
下間　久美子	 文化庁文化財部参事官（建造物担当）付

	 文化財調査官（整備活用部門）（併）伝統文化課総合活用推進調査官

鶴岡　典慶	 京都府教育庁指導部文化財保護課・建造物担当課長

村上　裕道	 兵庫県教育委員会・教委事務局参事（文化財担当）

町田　善軌	 京都市消防局安全救急部市民安全課・市民安全課長

豊島　純子	 神戸市教育委員会社会教育部文化財課文化財保護活用係・担当係長　　

澤井　健二	 摂南大学・名誉教授

Rajib SHAW	 京都大学大学院 地球環境学堂・教授

平岡　善浩	 公立大学法人宮城大学　事業構想学部デザイン情報学科・教授

大森　彦一	 大森設計事務所・代表

後藤　一磨	 復興みなさん会・会長

工藤　真弓	 上山八幡宮・禰宜

及川　博道	 一般社団法人南三陸町復興推進ネットワーク・代表理事

■学内講師
土岐　憲三	 衣笠総合研究機構・教授

Rohit JIGYASU	 衣笠総合研究機構・教授

板谷　直子	 衣笠総合研究機構・准教授

大窪　健之	 理工学部 都市システム工学科・教授

伊津野　和行	 理工学部 都市システム工学科・教授

深川　良一	 理工学部 都市システム工学科・教授

矢野　桂司	 文学部 地域研究学域・教授

山崎　正史	 理工学部 建築都市デザイン学科・特任教授

藤本　将光	 理工学部 都市システム工学科・助教

■見学ワークショップ等補助若手研究者
石田　優子	 衣笠総合研究機構・専門研究員

金　度源	 衣笠総合研究機構 専門研究員

崔　明姫	 衣笠総合研究機構 専門研究員

米島　万有子	 立命館グローバル・イノベーション研究機構 専門研究員
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【GIS Day in 関西 2014】

開催日時：2014 年 10 月 25 日（土）10：00 ～ 17：00

開催場所： 立命館大学　衣笠キャンパス　創思館／有心館

共　　催：人文地理学会、立命館大学アート・リサーチセンター、立命館大学文学部地理学教室

後　　援：日本地理学会、地理情報システム学会、GIS NEXT

参 加 者：70 名

講 演 者：文山　達昭（京都市都市計画局まち再生・創造推進室 密集市街地・細街路対策課長）

　　　　河角　龍典（立命館大学文学部 教授、歴史都市防災研究所幹事）

　　　　福島　幸宏（京都府立総合資料館 庶務課新館担当 副主査）

概　　要：

情報活用推進基本法の施行を受け、国をあげた基盤地図情報の整備や産学官連携での GIS

の浸透が進んでいる。こうした社会的な背景の下、2014 年度は「歴史都市のまちづくり」をテー

マに講演会と GIS Workshop を開催した。

当日は 2 部構成で行われ、第 1 部は、「歴史都市のまちづくり」をテーマに講演会を行った。

講演会では、①京都市都市計画局まち再生・創造推進室 密集市街地・細街路対策課長の文山

達昭氏が、歴史都市京都における〈まち再生〉の取組、②立命館大学文学部の河角龍典教授が、

GIS でみる平安京のまちづくり、③京都府立総合資料館 庶務課新館担当福主査の福島幸宏氏

が、「京都市明細図」を事例として地図のデジタル化による資料活用のひろがりについて、そ

れぞれ講演が行われた。歴史都市のまちづくりの現状について、参加者が興味深く耳を傾ける

姿が見られた。そして、講演に引き続き、「第 8 回地域の安全安心マップコンテスト」表彰式

が開催された。

午後からの第 2 部として行われたワークショップ「GIS Workshop」では、3 つのコースに

わかれ、ArcGIS や ArcGIS Online を用いた一般向けの体験実習に加え、GIS による災害予防・

事前対策研修の応用実習などが開催された。当日は約 70 人の参加者が集まり、会場は大盛況

であった。

GIS ワークショップの風景講演会の風景
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【第 8 回 夏休みにみんなでつくる地域の安全安心マップコンテスト】

表 彰 式：2014 年 10 月 25 日（土）

開催場所：立命館大学　衣笠キャンパス　創思館　1 階カンファレンスルーム／

　　　　歴史都市防災研究所　1 階　展示ルーム

応募作品：48 作品 75 名

協　　賛： NTT 西日本京都支店、株式会社パスコ、日本ミクニヤ株式会社、F レンタリース

株式会社、株式会社帝国書院（順不同）

後　　援：国土地理院、コクヨマーケティング株式会社、京都新聞社、KBS 京都、京都市、

公益財団法人京都市景観・まちづくりセンター、人文地理学会、立命館地理学会、

NPO 災害から文化財を守る会（順不同）

概　　要：

立命館大学歴史都市防災研究所では、大学による社会貢献の一環として、地図の作成を通じ

て地域の安全安心を考える取り組みを評価し、促進するために、2007 年度より小学生とその

保護者を対象に「地域の安全安心マップコンテスト」を実施しており、今年度で第 8 回目の開

催となった。本事業は、身のまわりに存在する地震、津波、台風や集中豪雨といった自然災害

や、自動車や自転車との交通事故、不審者などによる犯罪など、安全安心を脅かす要素につい

て、小学生以下の子供という災害時要援護者ならではの視点で地図にまとめることで、自らの

体験を通じて理解したうえで、周囲とその情報を共有することができる取り組みである。

今年度は 75 名から 48 作品の応募があり、「雷」に焦点を当てたハザードマップなど、これ

までには見られなかったオリジナリティ溢れる作品が数多くみられた。さらに今年度は、マッ

プコンテストの開催だけでなく、当研究所の若手研究者が中心となり、京都市内と千葉県八千

代市の小学校に出向いて、マップづくり講習会を実施するなど、子供の防災や身の回りの安全

に対する意識の醸成につながる活動にも力を注いだ。

家族、地域住民、教員などが一緒になって「子どもの安全安心」について情報の共有を図る

きっかけを提供できるよう、今後も引き続き研究所活動の柱の一つとして当該事業を実施する

予定である。

表彰式の様子 受賞者へのインタビューの様子
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【歴史都市防災研究所定例研究会】

歴史都市防災研究所では、研究メンバーがそれぞれの研究成果について報告をする場として、

研究会を定例開催している。発表者および参加者は、当研究所所属の教員、専門研究員等の若

手研究者、学生、および客員研究員として当研究所の活動に参画いただいている学外の関係者

である。各研究部会・プログラムで進めている研究プロジェクトについて、多岐にわたる専門

分野の研究者が活発に意見交換を行う機会として、来年度以降も継続予定である。

今年度開催した各回の内容については、以下のとおりである。

2013 年度
【第 7 回定例研究会】
開 催 日：2014 年 3 月 1 日（土）9:15 ～ 12:10

開催場所：キャンパスプラザ京都 2 階　第 2 会議室

発表者および報告内容：

第Ⅰ部：各研究部会　2013 年度活動報告・2014 年度活動計画

� ＊所属は開催当時

文化遺産防災技術研究部会	 鈴木　祥之（衣笠総合研究機構　教授）

	 大窪　健之（理工学部　教授）

	 深川　良一（理工学部　教授）

歴史災害研究部会	 吉越　昭久（文学部　教授）

歴史都市防災計画研究部会	 小川　圭一（理工学部　准教授）

	 石田　優子（総合科学技術研究機構　研究員）

文化遺産における人災・
獣害研究部会 	 谷口　仁士 （立命館グローバル・

イノベーション研究機構　教授）

歴史都市・文化遺産の継承と
保全のための政策研究部会 	 崔　　明姫（衣笠総合研究機構　専門研究員）

国際展開 ･ 社会連携
研究支援プログラム 	 板谷　直子（衣笠総合研究機構　准教授）

第Ⅱ部：各委員会からの報告

運営委員会	 大窪　健之（歴史都市防災研究所　所長）

編集・出版委員会	 小川　圭一（理工学部　准教授）

国際・社会連携委員会	 板谷　直子（衣笠総合研究機構　准教授）

知財・情報委員会	 谷口　仁士（歴史都市防災研究所　副所長）

評価委員会	 土岐　憲三（衣笠総合研究機構　教授）
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2014 年度
【第 1 回定例研究会】

開 催 日：2014 年 4 月 19 日（土）10:00 ～ 12:15

開催場所：立命館大学　BKC キャンパス　防災システムリサーチセンター

発表者および報告内容：

大窪　健之（理工学部　教授）

　「今年度の拠点活動について」

鈴木　祥之（衣笠総合研究機構　教授）

　「2014 年度研究計画と地歌舞伎小屋明治座の改修技術の開発」

山崎　有恒（文学部　教授）

　「明治後期の京都と災害」

小川　圭一（理工学部　准教授）

　「歴史都市防災に関する論文の分類とその時系列的変化の分析

　　～「歴史都市防災論文集」を対象として～」

【第 2 回定例研究会】

開 催 日：2014 年 5 月 24 日（土）10:00 ～ 12:00

開催場所：キャンパスプラザ京都 6 階　第 1 講習室

発表者および報告内容：

中谷　友樹（文学部　教授）

　「文化遺産における人災・獣害研究部会（2014 年度）の概要について」

米島　万有子（立命館グローバル・イノベーション研究機構　専門研究員）

　「GIS を用いたアライグマによる社寺侵入被害の分析計画」

酒井　宏平（政策科学研究科　博士課程後期課程 1 回生）

　「観光客の意識調査を踏まえた姫路城における避難誘導に関する研究」

河角（赤石）直美　（文学部　非常勤講師）

　「近代京都地図データベースの活用について」
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【第 3 回定例研究会】
開 催 日： 2014 年 6 月 14 日（土）10：00 ～ 12：00

開催場所： キャンパスプラザ京都 6 階　第 1 講習室

発表者および報告内容：

中村　圭佑（理工学研究科　博士課程前期課程 2 回生）

　「住民による日常利用を持続可能とする高機能型市民消火栓の開発」

谷端　郷（文学研究科　博士課程後期課程 4 回生）

　「昭和戦前期の大阪市における高潮災害の地域的特徴－ 1934 年室戸台風の事例－」

宮田　雄大　（理工学研究科　博士課程前期課程 1 回生）

　「与謝野町加悦重伝健地区における住民共同の地区防災計画の推進」

【第 4 回定例研究会】　
開 催 日：2014 年 10 月 11 日（土） 10：00 ～ 12：00

開催場所：キャンパスプラザ京都 2 階　第 2 会議室

発表者および報告内容：

泉　知論（理工学部　准教授）

　「不審人物検出と姿勢推定アルゴリズム」

豊田　祐輔（政策科学部　准教授）

　「歴史都市・文化遺産の継承と保全のための政策研究部会の研究進捗状況の報告」

板谷　直子（衣笠総合研究機構　准教授）

　「立命館大学 ユネスコ ･ チェア『文化遺産と危機管理』国際研修 2014 実施報告」

【第 5 回定例研究会】
開 催 日：2014 年 11 月 1 日（土）10：00 ～ 12：00

開催場所：キャンパスプラザ京都 2 階　第 2 会議室

発表者および報告内容：

吉富　信太（理工学部　准教授）

　「伝統木造建物の立体解析モデルを用いた構造特性の検討」

河角　龍典（文学部　教授）

　「歴史都市京都の災害考古学」

向坊　恭介（理工学部　助教）

　「与謝野町加悦伝建地区の防災計画」
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【第 6 回定例研究会】

開 催 日：2015 年 1 月 10 日（土）10：00 ～ 12：00

開催場所：キャンパスプラザ京都 2 階　第 2 会議室

発表者および報告内容 :

川道　美枝子（関西野生生物研究所　代表）

　「ハクビシンの社寺への出没動向とその問題点」

豊田　祐輔（政策科学部　准教授）

　「ボトムアップ型コミュニティ防災における課題」

村上　晴澄（文学研究科　研修生）

「近藤豊写真資料のデジタルアーカイブ構築について」

【第 7 回定例研究会】（予定）

開催日：2015 年 3 月 7 日（土）13:30 ～ 16:30

開催場所：キャンパスプラザ京都 2 階　第 1 会議室

発表者および報告内容：

第Ⅰ部：各研究部会　2014 年度活動報告・2015 年度活動計画

第Ⅱ部：内部評価、その他委員会からの報告

第 6回定例研究会の様子 第 6回定例研究会の様子


